
フィンドレー大学への協定留学 月例報告書（11 月分） 

フィンドレー大学 

平澤美衣奈 

（１） はじめに 

 11 月は先月に比べても本当に早く過ぎてしまい本当に寂しく感じます。しかし今月は 5 日間のサン

クスギビングブレイクがあり、今月も充実した 1 ヶ月を過ごすことができました。今回は主にサンクス

ギビングに体験したアメリカの文化について書いていきたいと思います。 

 

（２） サンクスギビング 

 サンクスギビングはアメリカの祝日で学校は５日間の休暇になりました。アメリカの学生たちは一斉

に帰省し家族や親戚と一緒にサンクスギビングをお祝いします。私は学校で仲良くなったアメリカ人の

友達の家族の家にお邪魔しました。 

 

１日目 

   
 

2 日目 

 

 

授業が終わってすぐ友達の車に乗り学校を

出発しました。そして友達のお姉さんと合

流し、モヒケンステイトパークに到着しま

した。モヒケンは前にも一度合唱のクラス

で来たことがありましたが、夏とは違い空

気がより澄んでいるような気がしてとても

気持ちが良かったです。 

2 日目は友達が通っていた学校やダウンタウンを巡った後、ボウ

リングに行きました。アメリカのボウリングは日本とさほど差

はありませんでしたが、久しぶりのボウリングはとても楽しか

ったです。ストライクやスペアを決めると上の電光掲示板にシ

ョートアニメが流れます。何種類か種類があり、ほとんどはアメ

リカに関係するものなのですが、２つだけ日本の「富士山」や「歌

舞伎」そして日本の国旗まで登場するアニメーションがあり、日

本の文化は意外とアメリカの田舎町にまで浸透しているという

事実に驚かされました。 

 



3 日目 

 

 

 

 

パーティーには従兄弟家族たちから近所の方達までとてもたくさんの人に会うことができました。料

理はどれもとても美味しくついつい食べ過ぎてしまいました。私のお気に入りはスウィートポテトとホ

ームメイドのブラウニーです。やっぱり食べ物はなんでもホームメイドが 1 番美味しいなと感じました。 

友達の親戚の方々も日本に興味を持ってくださり、私のパスポートや日本の運転免許証、日本の貨幣

などを興味津々にみたり、文化についても聞いてくださりとても嬉しかったです。「日本人は北朝鮮や

中国のことをどんなふうに思っているの？」とか「日本でどこの政党を支持していた？」とか政治絡み

の質問は少し答えにくかったので、海外留学を考えている方はぜひ少しでも心構えをすることをお勧め

します。 

 パーティーの後にはみんなでアメリカのボードゲームをして遊びました。アメリカではボードゲーム

が日本より人気があり、種類もたくさんあります。ルールが簡単なものを中心にやったので初めてでも

楽しむことができました。  

3 日目はサンクスギビング当日でしたが、パーティーは午後から

だったので午前中はゆっくり過ごしました。まずは午前中にアメ

リカの宝くじを体験しました。アメリカのボードゲームのひとつ

である Battle ship をモチーフにしており、宝くじにまでアメリ

カらしさを感じました。そのあとは、６丁ほどの銃や的を見せて

もらい実際にも触らせてもらいました。実際に撃ってみてもいい

よと言ってくれましたが、流石に実物の銃を目の前にすると撃っ

てみることは気が引け、遠慮してしまいました。しかしその後家

のすぐ外で射撃の練習をする方を見て、アメリカの銃社会を身を

もって体験しました。 



 

4 日目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 日目  

 
 

 
 

帰宅後にはチェスのやり方を教えてもらい実際にプレーしてみました。たった数時間のゲーム時間で勝

てるとは思っていませんでしたが、次に対戦する時はもっと良いゲームがしたいと思い練習のためしっ

かりアプリをダウンロードしました。  

4 日目の金曜日はブラックフライデーでした。前日の夜は

ゲームをして遅くまで起きていましたが、まさかの前日の

夜に「明日は朝の 3 時半に家を出るよ」と言われ呆然とし

ました。なんとか 3 時半ギリギリに起きてモールに向かう

ともうすでに沢山の人々でレジが混雑していました。私は

極寒の冬を生き抜くため、⾧いダウンコートを買いました。

そこから数軒他のお店をまわり帰るとお昼を回っていて、

またすぐにもう一度寝ました。ブラックフライデーは一年

で最も割引がされる日で現地の人たちも本気です。ヘトヘ

トでしたがたくさんのお店を回ることができてとても充実

していました。 

5 日目はオハイオ州最大級のコロンバスのモールに連れて行ってもらいました。

モール全体がひとつの街のようになっていて私たちはその一部に行きました。フ

ードコートには“ジャパニーズフード”がありますが私たちの想像する日本食とは

明らかに異なっていて面白いです。その後はアメリカの“和食レストラン”に連れ

て行ってもらいました。正直アメリカの“ジャパニーズフード”には何回もがっか

りしていたのであまり期待していませんでしたが、味はかなり日本食に近く感動

しました。やはり日本食が 1 番美味しいです。 



 

6 日目 

6 日目は朝から教会に行きました。私は来る前教会とは神聖なお祈りをする場所という認識だったので

すが、行ってみたら最初にロック調のキリスト音楽が始まり興味深かったです。 その後はキッチンを

借りて日本食を作りました。作ったものはご飯、味噌汁、唐揚げ、卵焼き、肉じゃがです。本当に口に

あったかどうかは分かりませんが、美味しいと言ってもらえたので嬉しかったです。アメリカで日本食

を作るのは材料面でかなり難しい部分があるのですがなんとか作ることができて良かったです。 

 

 

終わりに 

今回はサンクスギビングについてまとめましたが、いつもよりもかなり⾧い報告書になってしまいまし

た。それくらい感じたことや学んだことが多い６日間だったのだと思います。これからアメリカ留学を

考えている特に浜松出身の方にアドバイスがあるとすれば、うなぎパイは危険です。私はこの休暇で友

達の家に滞在することが決まった時に母がうなぎパイを送ってくれました。友達の家族にうなぎパイを

渡して食べた時は「美味しい！」という反応だったのですが、「ちなみにうなぎのパウダーが入っている

よ」と伝えると扱いがただの美味しいバタークッキーからゲテモノパイに変わりました。それでも楽し

んでくれたので良かったのですがうなぎパイは海外では注意です。 


